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2007 年 4 月に行われた全国学力・学習状況調
査(国立教育政策研究所， 2007)において，基
礎的･基本的な知識･技能が身についているか
をみる算数 A の平均正答率 82.1％に対し，基
礎的･基本的な知識・技能の活用ができるかを





あった。2008 年 4 月に行われた全国学力・学
習状況調査においても，算数 A の平均正答率

































































































































































インタビュー調査は 2008 年 5 月 12 日～7
月 7 日までの間に，新潟県公立小学校の 4 年
生 2 ペア，5 年生 2 ペアを調査参加者とし，
筆者が教師役となり，各ペア 4 時間，計 16
時間実施した。本稿では，4 年生 2 ペア（4


























・たし算  ・かけ算 











・たし算  ・かけ算 











・たし算  ・かけ算 
・ひき算  ・わり算 















・たし算  ・かけ算 







・たし算  ・かけ算 











・たし算  ・かけ算 












・たし算  ・かけ算 
・ひき算  ・わり算 
・極限  
 
- 134 - 
 
4.2. インタビュー調査の様相と解釈 
(1) 問題 4：緑表紙教科書型文章題 
【問題４】 
4年生27名と先生で水族館に社会科見学に行きました。
午前 8 時 30 分に学校に集合して，午前 8 時 45 分に学
校を出発しました。水族館の近くまでは電車で行き，
電車をおりたのは午前 9 時 13 分でした。電車代は，か





















言した。Taku と Nao は，電車代を計算するこ
とのみに留まらず，代金が安いか高いかを判
断する場面がみられた。 








Taku タクシーで行ける。27 人。 






























































27 人が 4 台のバスに乗ります。何人まで乗れるでしょ
うか。 





「(省略) 27 人が 4 人乗りのバスに乗ります
だったらどんな問題つくれそう。(省略)」と
尋ねた。筆者の発言を受けて，Hoshi と Nao
は絵図を描きながら考え始めた (図 3，図 4) 。 
 
Nao は図 3 を描きながら次のように発言し
ている。 









 Kei は，はじめに図 5 のように問題を書い
た。 
27 このりんごがありました。1 箱に 4 こずつ入れると箱
は 
図 5．Kei のプリント 
Kei は問題を作りながら「あ，駄目だこれ。」
と発言し，問題を作り直し始めた。Kei は「27





なってしまうと判断したのか，Kei は図 6 の
ような，わり算のあまりを考慮する必要のな
い等分除の問題を作った。 
27 このリンゴを 4 人に１つずつ分けます。1 人分はいく
つですか。 
図 6．Kei のプリント 

















27 ひきのうさぎが 1 人 4 ひきずつ買ってくれました。
何人が買ってくれたでしょうか。 




(3)問題 3：現行の教科書型文章題  
【問題 3】 




 問題 3 は，4 つの果物の組み合わせを考え
る問題である。組み合わせに関する学習は，
現在，中学校 2 年生の内容であるが，平成
図 3．Nao の絵図 
図 4．Hoshi の絵図
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20(2008)年告示の小学校学習指導要領からは
小学校 6 年生で扱う。 























る。問題 3 において正しく解答した Taku と















ト地点から 1 番手前のはたまで 50m で，はたは 15m お
































図 10．Taku の絵図 
図 11．Hoshi の絵図 
図 8．Taku の考え方 
図 9．Hoshi のプリント












 Kei は距離が短縮できる理由として，1 回で























Hoshi これ(510ｍになる取り方)だと，最後だけ 1 個。
筆者 遠くに。 
Hoshi さっきの 2 つで遠かったから。 
筆者 うん，でも，これだと 2 つで遠いところ行った
けど， 



















ょの 1 年で高さが 1ｍとなり，次の 1




















Taku 3 分の 1 のびる。もっとさ，大人になってからさ，
思い出してさ，このこと，それでさ，3 分の 1 だ
ったらどうか，4 分の 1 だったらどうかとか。 
Taku は，木が 2 分の 1 ずつ伸びるのではな
く，2 倍ずつ伸びる場合や，3 分の 1 ずつ伸び






 また，Hoshi と Nao は，電卓を使って問題
12 を解答しようと試みていたが，小数を学習






Nao でも，最後には 0 にならないといけないから，
同じことか。 





 また，Hoshi は数を 2 で割っていき続け，
「0.0000001」という結果がでた際に，「え，
なんで。1 なんで余っちゃうの。」と発言して













Nao 1 センチ 7 ミリくらい。 

















んでいく際に，「x 年目は x－1 年目と 2m の真
ん中」ということを強調した。作業を繰り返
す中で Nao は「(省略)じゃぁ 2 メートルは越
せないんですね。」と発言した。Nao に対して
Hoshi は「えー越せる。」と発言した。Hoshi
に対して Nao は次のように説明している。 







筆者 え，これとこれって何。え，最初は 0 と何の間。
Nao 2 メートルの間で。 
筆者 2 メートルの間。 
Nao で，次は 1 メートルと 2 メートルの，さっきの
線の間と，2 メートルの線で，次の間は，さっき
引いた 2 メートルと，2 と 2 メートルで，その間
で，4 と 2 メートルの間でいって，全然越えられ
ないの。 
・・・(省略)・・・ 
























































作問に関する問題 4 及び問題 6 において，
現行の教科書型文章題である問題 6 では，4
人それぞれが，ある程度，型にはまった問題









4 つの組み合わせを考える問題 3 及び問題
11 において，現行の教科書型文章題である問















極限に関する問題 12 では，2 倍ずつ伸びる
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